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を
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さ
れ
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に
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た
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大
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で
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や
中
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を
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、長
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E
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と

し
て
の
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的
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物
、文
化
施
設

や
公
的
空
間
等
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（表1）長崎 MICE スクール1年目開催実績 
回数 開催年月 テーマ  

第 1回 2019年11月  本スクール目的の共有・MICEビジネス構造の理解  

第 2回 2020年 1月 MICEによる地域活性化と長崎ブランドの整備 

第 3回 2020年 4月 MICE主催者及び参加者のニーズを把握し、事業者としての役割を知る（1） 

第 4回 2020年 6月 「Withコロナ時代のMICE ビジネスの中で、自社は何を商売にしていくのか」を考える  

第 5回 2020年 8月 MICE主催者及び参加者のニーズを把握し、事業者としての役割を知る（2）  

第 6回 2020年 9月 中間総括～MICEビジネスの中で、自社は何を商売にしていくのか～  

第 7回 2020年10月  ライバル都市に学ぶ～長崎に先んじて開業した熊本城ホールに学ぶ～ 

　

▲講演風景

▲十八親和銀行 森頭取による
　開講挨拶 

▲長崎大学 河野学長の挨拶により乾杯 

▲空美風による二胡演奏 

▲長崎大学 河野学長による
　講演の様子 

▲コングレ 紫冨田専務による
　講演の様子

▲王文強氏、ひな氏による変面ショー 

▲FFG今泉部長代理による主催者挨拶 ▲長崎市 田上市長による来賓挨拶 

▲運営にあたった受講生 ▲名物の皿うどん等長崎らしさにこだわった
　料理を提供 

▲シャンパンサーベルの様子 ▲「孔子廟の世界観」と「長崎らしさ」
　をフラワーアレンジメントで表現

し

ぶ

た
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スクール2年目開講！
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（表1）長崎 MICE スクール1年目開催実績 
回数 開催年月 テーマ  

第 1回 2019年11月  本スクール目的の共有・MICEビジネス構造の理解  

第 2回 2020年 1月 MICEによる地域活性化と長崎ブランドの整備 

第 3回 2020年 4月 MICE主催者及び参加者のニーズを把握し、事業者としての役割を知る（1） 

第 4回 2020年 6月 「Withコロナ時代のMICE ビジネスの中で、自社は何を商売にしていくのか」を考える  

第 5回 2020年 8月 MICE主催者及び参加者のニーズを把握し、事業者としての役割を知る（2）  

第 6回 2020年 9月 中間総括～MICEビジネスの中で、自社は何を商売にしていくのか～  

第 7回 2020年10月  ライバル都市に学ぶ～長崎に先んじて開業した熊本城ホールに学ぶ～ 

　

▲講演風景

▲十八親和銀行 森頭取による
　開講挨拶 

▲長崎大学 河野学長の挨拶により乾杯 

▲空美風による二胡演奏 

▲長崎大学 河野学長による
　講演の様子 

▲コングレ 紫冨田専務による
　講演の様子

▲王文強氏、ひな氏による変面ショー 

▲FFG今泉部長代理による主催者挨拶 ▲長崎市 田上市長による来賓挨拶 

▲運営にあたった受講生 ▲名物の皿うどん等長崎らしさにこだわった
　料理を提供 

▲シャンパンサーベルの様子 ▲「孔子廟の世界観」と「長崎らしさ」
　をフラワーアレンジメントで表現
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